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事業所各位

和歌山県経営者協会 専務理事　児玉 征也
近畿大学生物理工学部 教養・基礎教育部門 教授　服部 圭子


【県経営者協会・近畿大学 共同調査】
県内企業における「外国人雇用」に関するアンケートのお願い

拝啓　時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。
平素は当協会の活動並びに本学の運営にご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、このたび当協会では、近畿大学生物理工学部の服部教授のご依頼を受け、表記調査を共同で実施する運びとなりました。調査結果は、日本学術振興会の科学研究費助成事業（基盤研究(C)）の一環として、今後の支援施策の検討に活用されます。また、ご協力いただいた皆様には集計結果を共有させていただきます。
　つきましては、貴社のご多忙中誠に恐縮ではございますが、本調査への趣旨をご理解いただき、アンケートへのご協力を賜りますようお願い申し上げます。
敬具
記
1． 調査目的
和歌山県経営者協会会員企業及び県内主要企業における、外国人雇用の現状や課題、ならびに日本語支援の取り組み状況を把握し、企業と連携した効果的な日本語支援体制の構築に向けた基礎資料を得ることを目的としています。

2． 調査票への回答方法
1 [image: ]１２月２６日（金）までに右QRコードからご回答ください。





回答はこちらから

（Googleフォーム https://forms.gle/kqSQECGLMcxdC4GL8）
2 QRコードからの回答が難しい場合は、添付の調査票に回答をご記入のうえ、FAXもしくはメールにて和歌山県経営者協会宛にご返信願います。調査票（Word）は、経営者協会ホームページ（http://w-keikyo.com）からもダウンロードできます。
調査票送付先：和歌山県経営者協会
FAX ： 073-422-0416　／　メール ： tsudak@w-keikyo.com

	【回答・お問い合わせ先】	和歌山県経営者協会　担当：津田、栗原
	〒640-8152　和歌山市十番丁19　Wajima十番丁3階
	TEL：（073）431－7376　FAX：（073）422－0416
	E-mail　tsudak@w-keikyo.com

	【お問い合わせ先】	近畿大学生物理工学部 教養・基礎教育部門　担当：服部
	〒649-6493　紀の川市西三谷930
	E-mail　khattori@waka.kindai.ac.jp
「外国人雇用に関するアンケート」　調査票

本調査は、日本学術振興会の科学研究費助成事業（科研費・基盤研究(C)「外国人散在地域における企業と連携した日本語支援体制整備に関する研究」）(代表者・服部圭子: 23K00619)の一環で実施いたします。
調査結果は研究のみに使用します。その場合も、協力者の皆さんの個人名や社名は公表されません。研究のための使用に了承いただける場合には、以下の質問にご回答ください。ご協力のほど、何卒よろしくお願いいたします。

Ⅰ．共通質問
	事業所名
	
	業　種
	1 製造業　　② 非製造業

	事業所所在地
	（市町村名まで）　
	

	記入者
	（お役職名）　
	
	電　話
	（　　　　　　）　　　　　-

	
	（ご氏名）　
	
	e-mail
	                @

	従業員数
	（　　　　　　　　）人　　　※うち、正社員（　　　　　）人、非正社員（　　　　　）人


（以下、該当するところに☑を入れ、（　　）内にはご記入ください。）
１．現在、外国人を雇用していますか。
☐ (1) 雇用している
☐ (2) 雇用していないが、今後、検討の余地がある
☐ (3) 今後も雇用する予定がない

２．外国人の雇用に対し、問題や不安に感じることはどのようなことですか。【複数回答可】
☐ (1) 日本語能力　　　　　　　　　　
☐ (2) 日本の文化や習慣の理解・適応等
☐ (3) 仕事への定着率　　　　　　　　
☐ (4) 組織への順応性・協調性
☐ (5) 外国人雇用について日本人従業員の理解・協力を得ること
☐ (6) 外国人従業員からの労働条件への高い要求
☐ (7) 雇用手続
☐ (8) 生活支援
☐ (9) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
（例）行政の支援が少ない
☐ (10) 特に問題や不安はない

３．今後、外国人雇用に関するセミナーを開催する場合、どのようなセミナーに参加したいですか。
【複数回答可】
☐ (1) 特定技能制度や育成就労制度のしくみ　　　　　　　　　　
☐ (2) 外国人雇用の現状と課題
☐ (3) 外国人雇用にかかる労務管理　　　　　　　　
☐ (4) 外国人従業員とのコミュニケーションについて
☐ (5) 外国人従業員への日本語指導について
☐ (6) 外国人雇用のための国別情勢、動向について
☐ (7) 外国人雇用にあたる心構え、注意点
☐ (8) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
1で「(1)雇用している」を選んだ場合は「Ⅱ」（2ページ）へ、
「(2)雇用していないが、今後、検討の余地がある」を選んだ場合は「Ⅲ」（4ページ）へ、
「(3)今後も雇用する予定がない」を選んだ場合は「Ⅳ」（5ページ）へお進みください。






Ⅱ．外国人を雇用している企業様向け質問
（以下、該当するところに☑を入れ、（　　）内にはご記入ください。）
１．雇用している外国人従業員の雇用形態はどのようになっていますか。
 (1) 正社員	 （人数　　　人）
 (2) 契約社員	 （人数　　　人）
 (3) パートタイム従業員	 （人数　　　人）
 (4) 派遣従業員	 （人数　　　人）
 (5) 技能実習生	 （人数　　　人）

２．雇用している外国人従業員の在留資格別に、国籍、人数、雇用年数の内訳を下表にご記入ください
	在留資格
	現在雇用している外国人（R7.12現在）

	
	国籍
	人数
	雇用年数

	⑴ 技能実習1号
	
	
	

	⑵ 技能実習2号
	
	
	

	⑶ 技能実習3号
	
	
	

	⑷ 特定技能1号
	
	
	

	⑸ 特定技能2号
	
	
	

	⑹ 高度専門職1号
	
	
	

	⑺ 高度専門職2号
	
	
	

	⑻ 企業内転勤
	
	
	

	⑼ 技術・人文知識・国際業務
	
	
	

	⑽ 留学
	
	
	

	⑾ 家族滞在
	
	
	

	⑿ 介護
	
	
	

	⒀ 身分に基づき在留する者
（永住者、定住者、日本人の配偶者等）
	
	
	

	⒁ 特定活動
	
	
	

	⒂ その他〔　　　　　　　　　　　　　〕
	
	
	



３．外国人を雇用している理由は何ですか。【複数回答可】
☐ (1) 優秀な人材を確保するため・専門分野の外国人材を確保するため
☐ (2) 海外に事業を展開するため
☐ (3) 自社（またはグループ）の海外法人に関する業務を行うため
☐ (4) 日本人の採用だけでは必要人員を確保できないため
☐ (5) 外国人を雇用するほうが安価であるため
☐ (6) 日本人よりも仕事に対して勤勉であるから
☐ (7) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．外国人従業員に求める経験・能力はどのようなことですか。【複数回答可】
☐ (1) 語学力
☐ (2) 協調性・順応性
☐ (3) 専門知識・技能
☐ (4) 学歴・職歴
☐ (5) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５．上記２で、「技能実習生」を雇用していると回答された方に伺います。2027年度より施行が予定されている「育成就労制度」による人材雇用を考えていますか。
☐ (1) 育成就労制度による人材雇用を予定している
☐ (2) 育成就労制度による人材雇用は予定していない
☐ (3) 未定

６．上記４の理由をお聞かせください。
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７．外国人従業員の職場における日本語使用の状況について教えてください。【複数回答可】
☐ (1) 日本語は必要ない
☐ (2) 挨拶など日常会話程度
☐ (3) 業務における簡単なやりとり
☐ (4) 業務における専門用語を使ったやりとり
☐ (5) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

８．御社の外国人従業員と日本人との交流の機会について、お聞かせください。【複数回答可】
☐ (1) 社内で交流会や親睦会を実施している
☐ (2) 会社としての企画はないが、日本人従業員との個人的な交流があるようだ
☐ (3) 会社以外で日本人との交流があるようだ
☐ (4) 会社でも社外でも日本人との交流は全くないようだ
☐ (5) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

９．外国人従業員に対する日本語教育についての考えをお聞かせください。【複数回答可】
☐ (1) 仕事に日本語が必要なので、日本語を学んでほしい
☐ (2) 仕事に必要がないので、日本語学習は不要である
☐ (3) 仕事に必要はないが、生活やコミュニケーションのために日本語を学んでほしい
☐ (4) 会社で日本語学習の機会を設けている
☐ (5) 何らかの支援や補助があれば、会社で日本語学習の機会を設けたい
☐ (6) 日本語教育機関に委託して実施したい
☐ (7) 企業が費用を出し合って、経済団体等で日本語教育を実施してほしい
☐ (8) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１０．その他、外国人材の活用について、ご意見、ご要望、ご提案等がございましたらご記入ください。





アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。


Ⅲ．外国人雇用を検討している企業様向け質問
（以下、該当するところに☑を入れ、（　）内にはご記入ください。）

１．今後外国人を雇用する場合、その外国人の在留資格、国籍、人数等についてお考えがあれば、以下にご記入ください。
(1) 在留資格【複数選択可】
☐ 技能実習／育成就労（2027年度～）	☐ 特定技能	☐ 高度専門職
☐ 企業内転勤	☐ 技術・人文知識・国際業務	☐ 介護
☐ 身分に基づき在留する者（永住者、定住者、日本人の配偶者等）	☐ 特定活動
☐ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　）
(2) 国籍（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
(3) 人数（　　　　　　）人程度

２．外国人の雇用を検討している理由は何ですか。【複数回答可】
☐ (1) 優秀な人材を確保するため・専門分野の外国人材を確保するため
☐ (2) 海外に事業を展開するため
☐ (3) 自社（またはグループ）の海外法人に関する業務を行うため
☐ (4) 日本人の採用だけでは必要人員を確保できないため
☐ (5) 外国人を雇用するほうが安価であるため
☐ (6) 日本人よりも仕事に対して勤勉であるから
☐ (7) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．外国人従業員に求める経験・能力はどのようなことですか。【複数回答可】
☐ (1) 語学力
☐ (2) 協調性・順応性
☐ (3) 専門知識・技能
☐ (4) 学歴・職歴
☐ (5) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４．外国人従業員に対する日本語教育についての考えをお聞かせください。【複数回答可】
☐ (1) 仕事に日本語が必要なので、日本語を学んでほしい
☐ (2) 仕事に必要がないので、日本語学習は不要である
☐ (3) 仕事に必要はないが、生活やコミュニケーションのために日本語を学んでほしい
☐ (4) 会社で日本語学習の機会を設ける予定である
☐ (5) 何らかの支援や補助があれば、会社で日本語学習の機会を設けたい
☐ (6) 日本語教育機関に委託して実施したい
☐ (7) 企業が費用を出し合って、経済団体等で日本語教育を実施してほしい
☐ (8) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

５.その他、外国人材の活用について、ご意見、ご要望、ご提案等がございましたらご記入ください。






アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。


Ⅳ．外国人雇用を検討されていない企業様向け質問
（以下、該当するところに☑を入れ、（　）内にはご記入ください。）

１. 以前に御社において外国人を雇用されたことはありますか。
☐ (1) はい
☐ (2) いいえ

２．上記１で「はい」と回答された方に伺います。現在外国人を雇用していない理由について、該当するものを選んでください。【複数回答可】
☐ (1) 日本人の従業員が確保できるようになったから
☐ (2) 仕事上でのトラブルがあったから
☐ (3) 近隣住民とのトラブルがあったから
☐ (4) 必要なスキルを持つ人材が確保できなかったから
☐ (5) 雇用に係る手続きが複雑であるから
☐ (6) コストがかかるから
☐ (7) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３．上記１で「いいえ」と回答された方に伺います。外国人雇用を検討していない理由について、該当するものを選んでください。【複数回答可】
☐ (1) 日本人のみで必要な人員が確保できるから。
☐ (2) コミュニケーション不全等により労働安全衛生の確保が困難であるから
☐ (3) 仕事上または近隣住民とのトラブルがあると困るから
☐ (4) 必要なスキルを持つ人材の確保が期待できないから
☐ (5) 雇用に係る手続きが複雑であるから
☐ (6) コストがかかるから
☐ (7) その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

４.その他、外国人材の活用について、ご意見、ご要望、ご提案等がございましたらご記入ください。






アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
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